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児童の実態
○包丁を使う時、野菜の切り方や切る時の押さえる手を包丁に
添わせていないなど、基本的な技能が身に付いていない

○計量スプーンで計量するのに、こぼしたり、すり切りべらを使
えなかったりと基本的な技能が身に付いていない
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基礎的・基本的な技能
である包丁や計量ス
プーンの扱い方を身に
付けさせたい。
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衣・食・住などに関する実践的・体験的な活動
を通して、日常生活に必要な基礎的・基本的
な知識及び技能を身に付ける
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の正答率が低いといえる
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技能を身に付ける

《研究の内容》
本研究は、調理操作の頻度の高い包丁の適切な扱い方や食品をおいしく調理するた

めの計量用具の扱い方の技能を習得・習熟・活用とスパイラル学習を取り入れて、調理
の基礎的・基本的な技能を身に付ける指導法の工夫の研究である。具体的には、「ご飯
とみそ汁作り」の調理操作の中で包丁の扱い方や材料の押さえ方や計量スプーンを使っ
た「一人調理」を取り入れたり、計量スプーンを家庭にあるスプーンに転用したりして調理
の技能を習得する学習活動を行った

〈包丁の扱い方〉
材料にあった押さえ方

野菜の種類に応じて切るとき
指先を丸めて材料を押さえる

〈計量スプーンの扱い方〉

液体の計量の仕方
すり切りべらの使い方

〈包丁の扱い方〉
材料にあった押さえ方

みそ汁の具材の種類に応じて
切るとき指先で押さえる

〈計量スプーンの扱い方〉

固体の計量の仕方
すり切りべらの使い方

つかむ過程 深める過程

広げる過程

確実な調理技能の習得
のために、自分の材料
を包丁で切る、調味料
を計量スプーンで計量
する活動のみを一人で
行うこと

確実な調理技能の習得
のために、自分の材料
を包丁で切る、調味料
を計量スプーンで計量
する活動のみを一人で
行うこと

一人調理とは一人調理とは

習得 習熟 活用

一人調理
一人調理

一人調理

一人調理

一人調理

成 果

・包丁の扱い方と計量スプーンを使用した調理操作を習得・習熟・活用と
技能が高まるようにスパイラル学習を通して、児童は目的に合った材料
の切り方、材料に合った押さえ方や計量スプーンで調味料を正確に計量
することができるようになってきた。

・包丁で切る、計量スプーンで計量する｢一人調理｣を取り入れたことで自
信をもって調理に取り組む児童が増え、調理の基礎的・基本的な技能
を身に付けることができた。

一人調理

課 題

・題材構成に沿った学習のねらいを達成するため、調理操作では、平易な
ものから段階的に高めながらスパイラル学習ができるように工夫し、児童
の実態に沿った技能の定着を図っていく必要がある。

・｢一人調理｣を取り入れたが、切る材料や計量する調味料は、同じ材料、
調味料を繰り返し使用して技能が高まるような工夫が必要である。

・技能を見取るため、児童に実習中に評価のポイントを提示して、児童の相
互評価を実施した。しかし、より正確な評価のために実習中の評価だけで
なく、教師による実技テストを実施する必要がある。

ぐんま子どもの基礎基本の習得
状況調査結果速報から

転
用
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